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1. Logger32立上時に最低限の項目を表示させる

1. UDP BandMap(これは画面下にあるP7)
2. Show DX Spot
3. Show Logbook Entry
4. Show Logbook Page
5. Show Previous QSOs
6. Show Cluster Window
7. Show Tracking Window
8. Show Worked/Confrmed

Install後は実行するとコールサインの入力
立上時は色々な窓が開くので
最低限開くと分かりやすい
開く窓は、Viewにて設定可能

次ページの画面イメージ例を参考に
サイズ・場所などを決める(フルHDモニターの例)

2
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2-1A. Logger32画面イメージ例

3

4. Show Logbook Page
<QSO済 LOG表示>

5. Show Previous QSOs
<過去QSQ LOG>

3. Show Logbook Entry
<LOG 入力>

8. Show 
Worked/

Confrmed

<DXCC
cfm/wkd>

P25

2.Show DX Spot
<netからDX情報get>

6.Show 
Cluster 
Window

<TEL net>

1.UDP
Band Map
<JTDX>

TEL netからのDataを
グラフ表示部している

右下部(黄色)は現在
QRVしている周波数を
Telnetから入手、コールを
表示している

LoTw
eQSL
紙QSL

Send / Recv

LOG入力局の
位置情報

Logger32をインストールして最初はどの画面が必要かや、どこに配置すればと悩みます
これを参考にし、前ページを参考に必要な画面のみを表示して下さい
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2-1B. Logger32最近の画面イメージ(最新Ver.)

RAW/Column色付けは
View/Grid appearance/Fixed column/raw grid background color
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2-2. Logger32 項目名､表示順､表示名を変える

Logger32の項目名、表示順、表示名、内容の左右中心位置等を変える

適当な所を右選択

Setup → Grid layoutを選択する
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2-3. Logger32 項目名､表示順､表示名を変える

Logbook pageに表示するは

表示順変更はこの左上向きの
矢印を摘まんで、左の箱へ
上手く持って行けば変えられますが、
移動にはコツが必要です

Column layout(横列表示)は
RST_SENT表示をS_RSTに変更
する事ができます
短くすれば、Logbook pageに
収まりやすくなります

右の ^ は押すと<、^、>と変わり
文字位置の設定です
< 左詰め
^ センタリング
> 右詰め
に変えることができます
変更後はApplyを押して保存する
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3-1. JTDX設定①

①
②

③

④

⑥

⑤

⑦

⑤ 設定できない無線機もある
⑥ Data/Pkt(USBの場合MIC信号が入る恐れあり)
⑦ Split Operationは必ずFake It(最適トーンで送信)

Rigの場合、２VFO機では違うBANDで送信恐れ
⑧ Test CATを押して緑色を確認

① 各自のＣａｌｌ、GLを入力
② 各自のRIG設定
③ 各自のCOMポート設定
④ 各自のボーレート設定 PC側の設定も必要

⑧

USB接続でのFT8運用時、必ずMIC入力はOFFの事
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3-2. JTDX設定②

①

① USBになっている事を確認
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3-3. JTDX設定③

初めてFT8を運用した際、全てのCountryがNEWであり、真っ赤になります
真っ赤を避けるなら、 外すと良いが、外さず交信を増やして赤を無くしていくのも有り
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3-4. JTDX設定④ 

New grid square局、GL欄が赤くなります

Config => Apperance
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3-4. JTDX設定⑤ 
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3-4. JTDX設定⑤ 
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3-4. JTDX設定⑤ 
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3-4. JTDX設定⑤ 
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3-4. JTDX設定⑥ 

15

DX pedition spotのフォント変更
① コールサイン右クリック
② Setup
③ Appearance
④ Setup DX Spots force color

③

④
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3-5. UDP BandMap と JTDX設定

UDPを右クリック
Open UDP BandMapを押す

16

Band MAP
BandMAPは
縦の周波数毎に
Callを表示され
直観で分かる

WideGraphは
横に出ている局の
バーで表示(Call無)

JTDX受信窓の局
表示はランダム
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3-6. PCの時計合わせ

FT8運用時はPCの時計を合わせて下さい
私はBktTimeSyncを使用しています
PCを立ち上げて、最初にPCの時計合わせを行います
Sync Nowを押して大体下3桁程度になるまで、Sync Nowボタンを合うまで押します
この時計のメリットは簡単にドンピシャに合わせたり、珍局の時計がズレている場合、
こちらの時計を簡単に合わせることができる点です

https://www.maniaradio.it/bkttimesync.html

NTP serverはntp.nict.jpにしています
Offsetは通常±0.00辺り、相手に合わせる場合
相手が-1.00の場合、このoffsetを+1.00します
逆へ設定すればOK
後は、Sync Nowを押して大体下3桁程度でOK
BktTimeSyncはReduce in System Trayを押す
Closeにしない事

下3桁の例

https://www.maniaradio.it/bkttimesync.html
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3-7. JTDX新規Call国名追加編集(cty.dat)

JTDX使用している際、新規ペディなどで新しい局名(例えばフランス領)で運用されれば、
TOxxxx、TXxxxxなどのCallの時、JTDXとして登録が無ければ、Franceと表示される事が
あります
その際、JTDXのcty.datに追記しておけば、正しい国名が表示されます

C:¥Users¥ユーザー名¥AppData¥Local¥JTDX

例 TX5ZをAustral Islandsと登録する場合、前の局”,”の後に=TX5Zを追加する
“,”と”,”の間に,=TX5Z,=TXXXXと入れて、上書き保存する

Austral Islands:          32:  63:  OC:  -23.37:   149.48:    10.0:  FO/a:
=FO/AC4LN/A,=FO/DF6IC,=FO/DJ4OI,=FO/DL1AWI,=FO/DL1IAN,=FO/DL3APO,=FO/DL3GA,=FO/DL7FT,=FO/DL9AWI,
=FO/F6CTL,=FO/F8CFU,=FO/G3BJ,=FO/HG9B,=FO/HG9B/P,=FO/IK2GNW,=FO/JA8BMK,=FO/K7AR,=FO/OH6KN,
=FO/ON4AXU/A,=FO/SP5EAQ,=FO/UT6UD,=FO/W7GJ,=FO0CLA/A,=FO0ERI,=FO0FLA,=FO0FRY,=FO0HWU,=FO0MOT/P,
=FO0SEV,=FO0WEG,=FO0WII,=FO5FD,=TX0HF,=TX2A,=TX3D,=TX5AQ,=TX5BTY,=TX5D,=TX5N,=TX5RV,=TX5SPA,=TX5T,
=TX5W,=TX5XG,=TX5Z,=TX6G,=TX7W;
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4. Logger32にJTDXショートカットを作る

④ 1. Startボタン
2. Setup & shortcuts
3. Menu Captionに適当な名称を入れる
4. Shortcutには、JTDXの実行させる

ショートカットを入れる
Browseで選択しても良い
例C:¥JTDX64¥159・32A¥bin¥jtdx.exe

JTDXの起動、停止(トグル)は
このショートカットから行う、
①Startボタンを押すと
起動中には、③で付けた名前の前に が
付いています

①

②
③

19
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5. JTDXを使っていないSSB/CW/RTTY等

20

①

② ③

1. Radioタブ右クリック
2. Open port ****をクリック
3. Close port ****となり、Log エントリーにRIGの周波数・MODE

が取り込まれる

Setup => Radio
Radio 1 configuration
ここで設定しておく
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6-1. BandMap設定例①

21

ここからは、BandMapのConfigを選択
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6-2. BandMap設定例②
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6-3. BandMap設定例③
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6-4. BandMap設定例④

Config => Appearance 
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7-1. BandMapについて①

25

BandMapには
1. 左端に周波数
2. LoTw対応局
3. この周波数での交信済チェック
4. コールサイン
5. GL(Newに赤は前頁)
6. 受信レベル

緑色はLoTw対応局
X印はこの周波数で交信済
GL赤色はGLがNew(P.6)
コールサインが青色はCQ局

UDP BandMapの出ていない場合の出し方
1. 一番下のバーにあるUDPを右クリックし

Open UDP BandMapをクリックする
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7-2. BandMapについて②

①DX Spotsの適当な場所を右クリック

② Setup  ③Appearance  ④DX Spot highlight colors

ⒶLoTwユーザーアップデート

ⒷDownload後Save data
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7-3. BandMapについて③

LoTw(OQRS)ユーザーは緑に
以外は白空白
XはQSO済

コールサイン部
ALL Band/ModeNewは赤色
Band/Mode Newは緑色
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7-4. Monitor Mapの増やし方

各Band毎にTelnetからの、情報を表示させる窓は
メインモニターのMonitorを押すと、1-15個までの
設定ができます
尚、各Bandに設定後は最下部のFixed on this bandに

を入れて置くと良いです
入れないと、表示Bandが変わってしまいます
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8. Setup phone/digital modes

29
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9-1. Logbookの色付け①

30

①
②

③

Logger32 Setupから
① Highlight

② ここは、Worked(交信時)、Comfirmed(受領時)に、色付けするのかを決めます
通常は、Comfirmedで色付けします
よって、Wokedでは色付けしませんので、Woekedの所③に が無い事を確認

③ DXCCを追いかけている場合は、LoTwかPaperd受領時に色付けしています

Choose confirmed Highlight color

例)
赤 167
緑   228
青   75
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9-2. Logbookの色付け②

Confired設定行全体に色付けの場合

Worked/Confirmed欄

適当な所を右クリックする

このチェックを外すと
W Cの表記となる
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10-1. 交信時にeQSL送付などのフラグ付ける

32

①

① Logエントリーで右クリックし、Setup→QSLing & Export→必要に所に

★ LogSync等で自動UPLOAD時は は不要
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10-2. Logger32 自動BackUp

①
②

③

① Logger32 Fileの下アイコンクリック
② BackUpファイルを保存するフォルダ

選択(事前に作成しておく)
③ Scheduleを設定

Full backup ・・・・・・・・
Do not backup current Logbook・・・

完了後②のStartを押して保存する事を確認
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11. Telnet DX Spots Font表示色

34

DX Spots 右クリック→Setup→Appe*****→Telnet spots fontcolorで黒に変更
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12-1. FT8以外でRigに接続し周波数やモード取込①

35

Radioタブを右クリックし、無線機名をCloseからOpenに変更
Echo openは無線機に依存します
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12-2. FT8以外でRigに接続し周波数やモード取込②

36

無線機側の設定(例ICOM)

MENU→SET→外部端子へ入り、CI-Vを選択

CI-V USBエコーバックをONにする(ICOM機は必要でした)

前ページ参照、Radioタブを右クリックし、
無線機をOpenとする
赤枠部分に、無線機データが表示され、
無線機の周波数に応じて、変化する事を確認
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1. FT8 応答メッセージの変更
通常のWindows搭載のプッ!音では味気ないので、応答があった場合に
オリジナルの音を出す方法 (但し、通常使用時にこの音が鳴る事があります)

13. FT8 自分へのＣａｌｌ Back時の音をカスタマイズ

・サウンド設定タブから、一般の警告音を変更する
鳴らしたいサウンド名を選択

・音量設定は右下端のスピーカーマーク、 右クリック、
音量ミキサーを開き、 システム音にて設定
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14. 特定コールサインとエンティティーの紐付け

38

Logger32 新たなコールサインとエンティティー(Country)を予め、紐付ける方法
    例)FT4GLをGlorioso Islandに紐付け

★

Tools>Database maintenance
>Country/Prefix maintenance

>FT/Gを選択

>★にCALLサイン入力し、左のAddを押す
入力確認は下向け▼を押せば見えます
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15-1. QSLカード印刷①

39

1. QSLカード印刷には、MMQSLを使用しています
Logger32からは、Send paper QSLに を入れた局をQSL用ADIFデータを出力します

Logger32にも、QSL Print機能が有り、当初は使用していました
が、より自由度を高くしたいので、外部で印刷を行っています
MMQSL印刷は国内局はJST、海外局はUTCとなり便利です

QSLカードに最初から印刷

MMQSLプリンターで印刷
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15-2. QSLカード印刷②

2. Logger32からは、Send paper QSLに を入れた局QSL用ADIFデータの出力は、
Export files、Export QSL filesで、予め決めたフォルダーに出力するが、良い

3. MMQSLを起動させて、
ファイルを開くアイコンから
QSL印刷形式をLoadする
(＊＊＊＊＊＊.MQLファイル)
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15-3. QSLカード印刷③

4. 次にMMQSL印刷フォームにLogger32から出力した、ADIFファイルを
ログファイルのロード(又はアイコン)より、

Logger32から出力した
     ADIファイルをLoadし、後は印刷です
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16. QRZ.comが別のモニターに表示されていない

42

タスクバーにQRZ.comアイコンがあって、画面に出ていない場合は
何らかの理由で、画面が最小化されているので、タスクバーにあるアイコンを
右クリックし、縮小画面が上に表示されたら、そこにカーソルを載せて、右クリックし、
最大化を選択
最大化された画面をマウスで、画面を移動、必要な画面サイズにする

QRZ.comアイコン

マウスを載せて、右クリックし、最大化選択し、
その後、必要なサイズに指定する

アイコンを右クリック
プロパティで
実行時の大きさを指定しておく
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17. Logger32とLoTw、eQSL等連携 L32LogSyncダウンロード

1.ダウンロードは下記(外部リンク付)

https://www.n2amg.com/software/l32-logsync/

2.インストール時にひと手間必要な事も有ります(セキュリティ関係は詳細クリックで回避)
インストールフォルダはCドライブ直下です

https://www.n2amg.com/software/l32-logsync/
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1. L32LogSyncはCドライブ直下、Logger32と同じ場所に置く

2. L32LogSync設定

18. Logger32とLoTw、eQSL等連携 L32LogSyncインストール

44

Program Setupタブから
使用するUtilityに を付ける

Program Setupタブから設定する

L32Lookupsは、Logger32 でコールサイン検索を行うために使用されるアプリケーションです
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1. LoTw設定(TQSLの登録使用している事)

19-1. L32LogSync LoTw設定

① LoTwタブからOpen LoTw Setupを押す

② LoTw User Name入力

③ LoTw User Password入力

④ Directory to save downloaded LoTw Reports
これは、ARRL Logbookページで新たな
confirmデータをDownload(保存)する場所を
設定する
(Log取込後このデータは適時削除する)

⑤ Path to TQSL.exe
TQSLの実行キーが有る場所を指定する

⑥ +を押してコールを記載する 

①

② ③

④

⑤

45

⑥
JA3XNH

今回の様に、LoTwにupできなかったQSOはLogbook pageの
Callを右クリックし、上から7つ目の Send LoTw QSL に を付

けて置き、後でFile Export、通常のTQSLでUPすればOK
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19-2. L32LogSync LoTwが動作していない場合

1. L32LogSyncでLoTwへデータがアップされない場合時の対応
ARRLでのトラブルや自分のNet環境にて自動アップできない場合等

• Logger32にはS_LoTw窓が”N”の状態である場合は何らかのトラブルでARRLサーバーに
アップロードされていない可能性があります

• 対応としては、Logger32にて未アップロード局のコールを右クリックし、
   ①Send LOTW QSLに をつける

   ②File→Export files→Export LoTW fileで予め作成しておいた
   フォルダー③を指定し、Startボタンを押せば、LoTwアップロード用
   ファイルが作成されます

• 作成されたLoTw用ADIファイルをTQSLで
アップロードするか、
L32LogSyncの何れかにてアップする
右の④にExport LoTwで出力したADIファイル
を選択し、⑤にてARRL LoTwへアップロード    

①

②

③

④ ⑤
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1. eQSL設定(eQSLを登録し使用している事)

20. L32LogSync eQSL設定

① Open EQSL Setupを押す

② eQSL User Name入力

③ eQSL User Password入力

④ QTH Nick NameはeQSL登録QTHに合す事

⑤ Directory to save downloaded eQSL Reports
これは、eQSL confirmデータをDownload
する場所を設定する

⑥ Date of Last Download日付を設定し、
Download eQSL QSO/QSL ・・・Sync intoを
押してデータをDownloadし、最新データを
クリックすれば、Logger32にcfm”Y”が反映

POINT !  ダウンロードフォルダのダウンロードデータは適時消去する

⑦ eQSLへアップロード出来なかった場合はLoTwと同様の方法でADIファイル作成しアップする 

47

①

② ③ ④

⑥

⑤
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1. QRZ.com Logbookへリアルタイムアップロード

21. L32LogSync QRZ.com設定

① Open QRZLogbook Setupを押す

② Logbook Name入力

③ Logbook Book#入力

④ Logbook Key入力

⑤ Addを押すと⑥に入ります

これで、Logger32のLog entryでQRZ Logbookに
入力されます

QRZ.com表紙のLogbookリアルタイム表示には、最低XMLメンバーの
登録が必須となります

①

② ③ ④

⑥

⑤

48
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22. L32LogSync設定完了

①

②

③

1. 全ての設定完了後
① Info  

→ ② Minimize on Startup 
→ ③を押して縮小タスクトレイに常駐(終了させない事)
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23. L32LogSync LoTw連携(ログCFMチェック)

50

L32LogSyncを開く
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1. Logger32にLoTw cfmデータを取り込む
Date of last Download日付を設定し、②Download LoTw QSLを押す
①日付は最後のQSO日付を選択

51

24. L32LogSync ARRL LoTw cfmデータの取込み

① ②

③OKボタンを押して
cfmデータを取込む ③
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1. 下記メッセージの場合は新たなcfmデータが無い場合もOKを押す

52

25. L32LogSync ARRL LoTw cfm データが無い場合
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1. 予め設定したフォルダが開くので、有る場合には
予め設定したフォルダ(P21 ④)にDownloadされる最新データをクリッ
ク

53

26. L32LogSync ARRL LoTw cfm データが有る場合

最新データ

この、Checkフォルダのデータは使用後削除しておくと良い
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27. L32LogSync LoTw連携(ログCFMチェック) (補足)

54

Startボタンで、
Logger32にcfmチェックされる
例) 緑色がCfm

最新データをクリックすると、左図が現れるので
Startボタンを押す、Logger32にcfm”Y”が反映する
Downloadデータは適時消去しておく(P20 ④)
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1. ARRL LoTwからcfmデータの確認は

28. L32LogSync ARRL LoTw cfm データの確認①

55

① Your QSOsをクリック

② cfmの確認はMost Resent QSLs

①

②
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29. L32LogSync ARRL LoTw cfm データの確認②

例、 が入っているのはDXCCチャレンジでNewです
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30. L32LogSync eQSL連携(ログCFMチェック)①

57

①

②

①を押して左にある
L32LogSync V2.0.18を出す

②eQSLタブをクリックする

③日時に注意

④Download eQSL QSO/QSL ・・・・
を押すと下記のメッセージが
現れるので、⑤OKを押す

③ ④

⑤
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31. L32LogSync eQSL連携(ログCFMチェック)②

58

①

②

③

①ダウンロードした最新
ファイルをクリック

②Startボタンを押す

③R_eQSL(eQSL cfm)
がYに変わる

私の例は
LoTwのcfmは緑色に
しているが、eQSLは
何もしていない

このeQSL Checkフォルダのデータも使用後削除しておくと良い
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32-1. L32LogSync eQSL連携(受領eQSL確認とアーカイブへ移動)

59

eQSLログイン画面 ・InBoxアイコンが緑色
新しいeQSLが到着

・InBoxアイコンを押す
Entire InBox 右端の数字を
押す、到着QSLが表示

見終われば、全てArchiveを
押してArchive完了

有料(USD xx/年)のBRONZE会員になれば、自分オリジナルeQSLカードが登録できます
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32-2. eQSL(BRONZE以上)スタイル4データ欄編集方法

eQSL スタイル4 データ欄の編集方法
eQSL DesignからeQSLデザインツールへ入る、各〇印に●を入れて、
① Position Itemを押す
②のカード左端、必要な位置にマウスポインタクリック
レポート欄の内容(位置、Txet Font、Font Size、Txet Color)が設定、Saveで完了
Hint 写真やコール、住所、Rig等のデータは予めデータとして用意する事により
eQSLで使用するのは、レポート欄のみ使用がコツです

①

②
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32-3. Club Log便利な機能 OQRS

1. Club logにLoginする
2. Log data(ADIF)をUpLoadする(次回から差分のみをUpLoad)

データの反映に約1日弱かかります

3. QSL Chartsを選択(各種フィルター有)

OQRS可能な場合はピンク色で
OQRSとあります

これで、面倒なログ入力が
省けます
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1. QRZ.comに入り、右端の自分Ｃａｌｌ下 Edit CALLをクリック

2. 写真データの登録を行う Add or edit your pictures and QSL imagesクリック

33. 参考資料QRZ.com①

62
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3. Add an imageから、登録したい画像をファイル選択を押して保存している
フォルダを選択する

フォルダからアップしたい画像を一枚選択し、Upload Nowを押す

複数枚アップする場合でも、一枚ずつこの作業を行いアップロードする

登録写真が完了すれば、下にある Doneを押して終わらせる

34. 参考資料QRZ.com②
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35. 参考資料QRZ.com③

4. QRZ.com右上に写真を掲載する方法

登録した写真が上にあるので、右上に登録したい写真をクリックし、Doneで完了

右上の写真に限り、クリックすると登録されているサイズ(100%)で表示される

お勧めの写真サイズ(4:3、3:2、16:9)

右上の写真用 幅1200-1400pix
メインページ用 幅 800pix

程度が良いでしょう
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36. 参考資料QRZ.com④

5. メインページへの掲載

Ass or edit your biography text,fonts,etc. をクリック

6. 文字を入れる場合は
入力したい先頭にカーソルを
置いて、文字列を入れる

写真を入れる場合は、
先頭にカーソルを置いて
上にあるアイコンを
クリックすれば、
Bｒｏｗｓｅｒが開くので、登録して
ある写真を選択、ダブルクリック
で、ペーストされます
最後にSaveを押す
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37. 参考資料QRZ.com⑤

7. 完了すれば、自分のページをクリックで編集内容が表示(掲載)される
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・DXペディも最近ではMSHVでの運用が増えています
呼ぶ局としては、たとえMSHVであっても、運用DF周波数で呼ぶのは避けてほしいものです
弱小局にCALLバックが有った場合など、混信でRR73がもらえない事もあります
F/Hでは無いにせよ、F/H同様にペディ局DF周波数でレポート送信をしたい場合もあります
そんな時にペディ局DF周波数でのCALLされている方がおられると、チャンスが下がります
WSJT-XのF/Hではないので、そんな事関係ないと言われている方もおられますが、
せっかくのリターン、FT8と言う素晴らしいモードですので、ご理解をお願いしたいものです

・PC性能により設定を変更する(JTDX)

Lag= “-”でない場合は次の項目を変更し、”-”になるようにする
マイナスでない場合は相手局がスタンバイして、当方がCALLする際、遅れて送信と
なり、交信(応答率低下)出来にくくなります
プラス”+” Lag=+2.50/21の場合はデコードするPC能力が足りず、
遅れて表示されている事になります(この状態ではFT8交信は難しくなる)
マイナスの場合Lag=-0.32/21は-0.32秒早く21局デコードしたとなります(良い状態)

38. FT8運用①
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38. FT8運用②

・DecodeタブにてFT8threadsでAutoやCPUコア数を設定(Core数-1らしい?)

・FT8 decoding cyclesの設定 マイナスにならない場合
1/2/3の順で1が軽く、3がCPU負荷が重くなります

・以下、QSO RX freq sensivityとdecoder sensivityも
下へ行くほどCPU負荷が増えるので軽くすれば、
Lagがマイナス(+1.0以下が望ましい)になるかと

軽い

重い

軽い

重い

軽い

重い
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・FT8運用時は、必ずWideGraphを最低でも、3000Hz(相手SDR機なら3300Hz等)表示させる
  もし、2000Hzの場合、DF2000Hz以下の局のみ受信(表示)、2000Hz以上のCallは見えない

38. FT8運用③

・自局送信するDF周波数(副搬送波周波数)が応答率に左右します
自分DF周波数は混信を与えないか、また他局の混信が無いかを絶えずチェックし
クリーンなDF周波数で送信することが、応答率アップにつながります
ペディション局を呼ぶ場合は、かなりの時間を掛けて、送信DF周波数を吟味する事により、
応答率が上がります(この駆け引きが鍵、CWやSSBと同様です)
Logger32のBand MapとWide Graph双方をも良く見て

・最近では、CQを出すタイミングとして15/45ではなく、00/30の局も増えてきています
絶対ダメではありませんが、特に珍しいDX Stationが出ている同じタイミングや近接DF
周波数でのCQは避けることがマナーではないでしょうか
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補足1. PC操作について(釈迦に説法ですが)

70

1.File Explorer ファイルエクスプローラ操作は必須

2.コントロールパネル

3.マウス右クリックで、新規フォルダーの作成

4.CtrlキーとCキーでのコピー、CtrlキーとXキーで切取、CtrlキーとVキーで貼付けなど

基本、JTDXやLogger32をインストールや、設定で通常のWindows操作程度は必須です

Logger32 L32LogSyncで取込んだ、LoTw/eQSL confirmデータの削除など良く使用します

PCのデスクトップには実行ファイルや大きなデータファイルを絶対に置かず
デスクトップに必要で良く使用する物は、一度Myドキュメント等に保存し、
ショートカットをデスクトップ置くことで解決します(不必要なメモリ消費を抑え立上速度アップ)
等など、PC操作以外にも多々あります
これらを知ることで、FT8やログ操作含め、快適に使用する事につながります

File Explorer
コントロールパネル
をタスクバーに入れると便利
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